
16

結核患者の尿D⑪囎9蜘反応，血清撫COprotei獺，

安静度及び血沈等の相互間の相関について

金沢大学医学部生理学i教室（指導　斎藤教授）

本　　田　　良　　行
　　γ08一説∫丑。η4α

　　（昭和28年12月28日受附）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒

　結核患者の尿Donaggio反応に関しては，既

に多くの研究業績が発表されて：いるが，その結

論においてはなお多くの不一致が認められる．

佐藤i1）は重症結核患者では血沈と相関関係が見

出されなかったとい》’，横道2）は例外もあるが

血沈と平行し，病勢と尿DODaggio反応値も卒

行ずると述べた．山田3）は結核恢復患者で数時

聞の作業を課した後に始めて健康者と有意義な・

尿Donaggio反応値の差異を認めた．湯沢4）5）

等は尿DOIlaggio反応値の常に高N（もの及び高

低常ならざるものは予後不良であり，発熱．血沈

と関係があるといい，岸田8）は作業患者では健

康者と尿Donag91o反応値に大差はなく重症患

者程反応値が大きV・とV・う．叉血沈とのオ欄係

数は0，195であると述べた。宮本，大淵，野

崎7）8）9）10）11）等は結核患者の鋪鍍との関係に

ついて述べ，安静度の低いもの程尿Donaggio

反応値の動揺が激しく，軽症で反応値の低いも

言

4）でも午前9時尿の動揺が健康者より溶き＼（こ

とを見出し允．とのように実験成績が区々にな

る一つの原因はDonaggio反応実施の術式に相

違があるためと考えられる．元來Donaggio反

応の原法叉はその変法にお・いては反応値と反

応陽性物質の：量の関係が不明瞭且つ一定でな

い．著者は反応値と反応陽性物質量が比例する

Donaggio標準法12）を用いて上記の実験を追試

すると共に，尿DoDaggio反応値，血清Muco－

proteinと結核患者の病勢の指標と考えられる

安静度，休重増減，赤血球沈降速度等の相五：間

の相関を求めて見・た．～二こに血清Mucoprotein

を比較検討の一項目として加えた所以は，当

意室下川13），中山14）等の研究により，尿中の

Donagglo反応陽性物質はMucoproteinであっ

て，血濡Mucoprotβ｛nと酷似し，前者は恐ら

く後者より由來するものと推測されるに至った

からである．

実　験　方　法

　登尿瓶により患者尿を測定前日朝より測定日の朝

迄全部取った．この尿について著者の方法15）により

1）onaggio反応標準法を実施し，少数点以下1位迄探

点した．採尿開始前最後の排尿時より探尿最後の時

刻迄の時間（但し排便等により採取不能のときはそ

の時間を差引く）及び探尿量より1分間1cc当りの

Donaggio点数を算出した．なお尿量は前述の時間及

び探尿量より24時閻に排出さ．れた量として表わした．

　血濡MucoproteinはWinzler等16）の方法により

Pheno1試藥で光電光度計を用いてそ4）Tyrosin含有

量を比色定量した，これを以て血清Mucoprotein量

を表わすことにした．　　　　　　　　　　　　　”

　安榔度は結核予防会の安静度基準によった，

　体重の増減は尿Donaggio反応測定の前後1カ月閲

の体重の差を取ったものである．

　赤血球沈降速度はWestergren　l表により型の如く行
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い，1時間値及び2時聞値の李均値を以て表わすこと

にした．

測定は50人の結核患者（男20入女30人）を被検者と

して行った，

実　験成績

　1）毎日の尿DODaggio反応値は健i康者に比

較してかなり大きな変動を示すものが多い．叉

尿量と尿DOnaggio反応値との関係は，例外も

あるが大体におV・て尿：量の増加は，点数の増加を

伴う場合が多V・．ヒれらの数取を第1図に示

す．
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　2）患者の安静度と数日聞

の尿Donaggio反応の平均値

（以下雫均尿DODaggio反応

値と略称する．）との関係を

第2図に示す．両者の相関係

i数は一〇．59で1％の危瞼率

で有意の相関があるといい

得る．各安灘度別の卒均尿

DOnagglo反応値を比較する

と，安灘度1度と2度の間に

は5％の危瞼率，2度と3度

の間には1％の危瞼傘，2度

と4度の間には1％の危瞼

i率，4度と5度の闇には5％
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の危瞼率にて：夫々有意の差があるといえるが，

蹄鍍3度と4度の聞には5％の危瞼牽でも有
意の差があるとはいえない．叉各安静度別の亭

均一DOIlaggio反応値の李均値は次の如くで
ある．
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　3）安静度3度における男女尿Donaggio反

応値の差は5％の危瞼率でも有意であるとはい

．えないが，安静度4度における男女の尿Do1｝a－

ggio反応値の差は5％の危乙鳥で有意である

とV・える．

　14）体重増減の傾向と不三二Donaggio反応

値との関係は第3図に示す．両者の相関係数は

一〇．41で1％の三冠率で相関があるといえる．

　5）血沈と李均尿Donaggio反応値との関係

は第4図に示す．相関係数は0・19で5％の危

瞼率でも有意の相関があるとはいえない．
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　6）血清Mllcoproteinの量をTyrosh1含有

量（m9／dl）で表わしヒれと雫均尿Donaggio

反応値との関係は第5図に示す．相関係数は

0・48で1％の危瞼率で有意の相関があるとい

える．とれを血清Mucoprotei11測定と同日に

行った尿Donaggio反応値との関係を第6図に

表わし，その相関係数を求めると0．74となる．

しかし相関係数0・74と0。48の問には5％の危

瞼率で有意の差があるとは》・えない．叉外科的

疾患及び内科的疾患で高い尿Donaggio反応値』

を示す患者の例を加えた63例の尿Donaggio反

応値と血清Mucoproteinとの関係は第7図に

示す．その相関係数は0．83の高値を示した．
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　7）血清Mucoproteinと血沈と

の関係は，第8図に示す．相関係数

は0．73で1％の危瞼率で有意の相

関がある．

　8）血清Muc・proteinと安静度

との関係は，第9図に示す．相関係

数は一〇．75で1％の危瞼i率で有意

の相関があるといえる．各安静度別

の血清Mucoprotei11値を上ヒ織する

と，2度と3度の關には1％の危瞼

率，3度と4度の間には5％の危瞼

率で有意の差があるといえるが，1

度と2度の間及び，4度と5度の聞

には5％の危瞼率でも有意の差があ

るといえない．叉各安静度別の卒均

血清MucOpriote11値は次の如くで

ある．
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　9）安静度3度及び4度にお・ける

男女の血清Mucoproteln値群の：差

は何れも5％の危力率でも有意の差

を示すとはいえない．

　10＞体重増減の傾向と血清Muco－

proteinの関係は第10図に示す．相

関係数は一〇．39で1％の危瞼率で

：有意の相関があるといえる．

　H）測定諸項目聞の相関関係を一・

括して図示すると第11図の如くな

る．
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考 按

　1）正常人の尿Donaggio反応

亭均値は，櫻井によれば男子3・6

～3．1点，女子2．3～2．7点であ

る．二って病勢が進行性なる安静

度1，2度の患者の尿Donaggio

反応値は正常値に比較して著しく．

高い1しかし病勢が停頓乃至治

癒傾向を示す安静度3度以上にお

N（てはそのDohaggio反応値は正

常値と差を認め難い．叉各安静度

の患者群の平均DO照ggio反応値

を推計学的に比較すると，2度と

3，4度の聞には有意φ差を認め

うるが，　3度と4度との聞に：は有

意の差が認められない∴

　結核患者におや、てDoha息gio反

応の値が高まるのは体を構成する

組織の破壊門門により血液申に反

応陽性物質が増量し，こ：れが尿に

現われる結果と考えられる．安静

度1，2度の患者におや、ては発熱，

巌痩，全身倦怠ゾX線所見等の臨

床所見より，上述の機転によって

Donaggio反応値が増大すること
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は十分うなづけることである．しかし乍ら安静

度3度以上においては安心度を定める条件とし

て輩に組織の結核性病変の程度のみならす病変

の所在，菌排出の有無，個体の抵抗性，病勢の

進展に対する医師の判断等の要素が加わる．從

って尿Donaggio反応値が安静度と密行しなV・

場合の生するヒとは当然といえよう・事実安静

度3度以上の患者の尿DODaggio反応値は正常

人の値と大差が認められなかった．

　以上結核患者の尿Dollaggio反応の成績より，

Donaggio反応は結核の病勢剰定に漏る程度役

立つものと考える．しかしDODaggio反応が張

く陽性化するのは体組織の崩壊が顯著な重症結

核患者に限られ，軽症患者においては反応値が

不安定になって大きな動揺を示し勝ちになる

がその値は正常値の範囲を余り出ない．斯る

1）ODaggio反応の性質を考慮に入れて実地に利

用すべきものと考えるが，本反応の臨床的価値

については点画の更に詳細な研究によって結論

されるものと思う．

　2）櫻井17）は正常人におや・ては尿量：と尿

1）Onagg｛0反応値とは特に多尿の場合以外は密

接な関係はなV・と述べた．著者の場合は第1図

に示す如く結核患者は，尿量の増加は反応値の

増加を件うヒとが多い．

　3）櫻井17）は正常人指DoDaggio反応値が男

女聞に有意の差があり，男子が女子より高値を

とることを報告した．結核患者に．おや・ても尿

Donaggio反応値が正常人の動揺範囲内に入る

鋪鍍3度及び4度におv・ては一般に男子の値

が女子より高い．安欝度3度においては例数が

少なかつ1たために男女關に有意な差を見出すに

至らなかったが，安静度4度の場合は：有意の差

を見出し得た．

　4）至論・・）によれば健虚者の日々（う尿D・悟

ggio反応値のi変動は高々1点に満たないとい

う．結核患者の場合はヒれ以上の変動を示すこ

とが多い．これは各安静度につV・ていえる．宮

本等；丁）はDonaggio佐：藤法により特に午前9時

尿が健康人に比し動揺することを発表してい

る．

　5）体力溝耗の激しい安翻度1度及び2度に

おいては当然著しい体重減少が予想される．從

って体重の増減と尿1）Onaggio反応値に或る程

度の相関が見出されるのは当然であろう．

　6）血沈と尿Donaggio反応との関係につい

ては多くの意見が発表されているが，両者の関

係を統計的に取扱つたものは少なNへ岸田‘｝）が

Donaggio佐藤法によって相関係i数0・195　を挙

げてV・る丈である．著者の得た数値はイ三門これ

と一致した数値であって，推計学的に有意の相

関を見出し得なかった．但し著者の場合Dona－

ggio反応の実施は血沈測定の日と同一日では

なかったので実際の相関はこれより大きい値を

取る可能性はある．

　7）尿Donaggio反応陽性物質が血清Muco’

proteinに由來するものとすれば，尿Donaggio

反応の増大に件＼（血清Mucoprotelnの増量が

予想される．著者の得た両者の相関係数は李均

尿Donaggio反応値と血清Mucoproteinの場

合は0．48，更に血清Mucoprotein測定当日の

尿1）ODaggio反応値との相関は0・74とかなり

の相関を得た．後者の数値が前者より高値であ

ったことは毎日の尿DOI〕aggio反応値がかなり

変動するのに素直するのであろう．内科的，外

科的疾患で高い尿Donaggio反応値を呈する症

例を加えた63例の血清Mucoproteiuとの相関

係数は更に高い値を示した．～これはDonaggio

点数の低V・範囲では，欄1と血清Muc・P・・tdn量

との比例性が著明でないが，尿DODaggio反応

の高い範囲では血清Mucoproteinの増量が反応

値によく品行するととに起因するものと思われ

る．

　8）安静度と血清Mucoproteinとの相関係数

は一〇．75で意匠尿DODaggio反応値と安静度

との相関係数一〇．59に比し高い値を取る・ヒ

れは後述の如く血沈と血清Mucoproteinとの相

関係数がかなり高く，安静度を定める要因の一

つに血沈が関与しているヒとに基くのであろう

と推察される．安静度3度と4度の血清Muc・一

【21】
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protei11値の間に有意の差が認められたととも

血清Mucoprotein値が尿Dol｝aggio反応値：に比

し安静度に対しより密接な関係を有することを

示すものである．

　9）安静度3度，4度の血清Mucoprote血値

は尿DOIlaggio反応値：と異なり男女間に有意の

差は見出し得ない．

　10）体重増減の傾向と血清Mucoprotelnの相

関係i数一〇．39は同じく不輪虫Donaggio反応

値との相関係数一〇．41と極めて近似した値を

示す．

　11）血沈と血清：Mucoprotelnの相関係数は

0．73でかなり張い相関を示した．ヒれは血沈

と尿Donaggfo反応値の相関係数0．19に比し

明らかに推計学的に約0．4％の危瞼率で：有意の

差を認めるととが出來る．血沈測定日と血清

Mucoprotein測定日’が同一の日ではないから，

実際には両者の問には更に密接な相関が予想さ

れる．Stary，：Bodur，：Feuuh　18）は結核患者にお

いて血清蛋白中のPolysaccharid含有量と血沈

が密接な関係があることを発表している・著者

の場合除蛋白血清中のMucoproteinとの聞にも

かなりの相関を得た．Donaggfo正反応値，血

清MucoproteiD値，血沈の三者闇の相関関係は：

十分なものではなかったが，ヒれらの測定試料

を同時に探取すれば三者聞の相関は更に密にな

るであろう．

結

　結核患者について安静度，尿Donaggio反応

標準法，血清MUCOprotein及び血沈を測定し，

次の所見を得た．　　　　、、

　1）安静度1，2度の重症結核患者では尿

DODaggio反応値は正常値より高い．3度以上

の軽i症患者では正常値と大差がない，

　2）結核患者の尿Donagglo反応値は健康人

に比しi変動が大きい．

　3）尿Dollaggio反応は結核の臨床的診断に

或る程度役立つであろうが，他の診断法に比べ

て特に優れているとは考え難iV・．

論

　4）尿Donaggio反応値と結核患者の安静度，

体重増減の傾向との闇には有意の相関が見られ

たが，血沈との聞には有意の相関を見出し得な

かった．

　5）血清MucOproteinと結核患者の安艀度，

二重増減の傾向，血沈との聞に：有意の相関を見

出した．

　終りに御指導，御校閲戴いた斎藤教授に深謝しま

す．副本実験は石川県農協加賀東病院で行った．種々

御援助下さった池田病院長，小西外科医長3山下内科

医長に謹しんで謝意を表します．
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